
 
 

 
 

 

 
 

結核は、現在でも国内最大級の感染症であり、世界の中でも日本は中程度の結核まん延国のままとなっ

ています。結核がなかなか減少しない最大の原因は、結核への知識、関心の低下であると考えられます。 

結核の初期症状はあまりはっきりしたものではありません。咳や痰が 2週間以上続く場合、特に高齢者

では倦怠感や微熱が続く場合、急に食欲が落ちた場合等は、結核を疑うことが大切です。学校・高齢者施

設・医療機関等の従事者、施設入所者、65 歳以上の方は年１回の結核検診が必要です。 

【平成 23年 結核の発生状況】     【日本の結核、６つの問題点】 

 福井県 若狭管内 

新登録患者数 １２４人 １４人 

 

 

 

 

 

※報告書の記載方法については別添 Q&Aをご参照ください。 
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平成２４年９月１２日発行 

[発信者]  

若狭健康福祉センター  

地域保健課  木村・齊藤 

TEL：0770-52-1300  

ﾒｰﾙ：w-fukusi-c@pref.fukui.lg.jp 

※ご意見ご感想をお待ちしています。 

福井県感染症発生動向調査速報 
（第３１週 ７/30～第３５週 ９/２） 

２類：結核 7名  ３類：腸管出血性大腸菌感染症 5名   

４類：レジオネラ症 1名、マラリア 1名   

５類：風しん 2名、クロイツフェルト・ヤコブ病 1名、 

梅毒 1 名、劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 名、

HIV/エイズ 2名（1名） 

＊（ ）内は若狭管内の発生 

9 月 24 日～30 日は、結核予防週間です 

9/10～9/16 は自殺予防週間です 

～悩みごと何でも相談会の 

お知らせ～ 

 

日時：Ｈ２４年９月２３日（日）  

１３：００～１６：００ 

場所：サンサンホーム小浜 

(小浜市遠敷 84‐3‐4) 

◇６職種による相談会◇ 

弁護士、精神科医、臨床心理士、産業カウンセ

ラー（社会保険労務士）、福祉相談員、児童家庭

相談員   ※予約の方優先です 

◇リラックスコーナー◇ 

・アロマハンドマッサージ＆ハーブティーをお

楽しみください 

・唾液によるストレス測定ができます 

 ※お問い合わせは当センターまで 

 

9 月は健康増進普及月間です 

『1 に運動 2 に食事 しっかり禁煙 最後にクスリ』 

 

保育所、幼稚園、小中学校、高等学校等の方へ 

インフルエンザ様症状の患者発生により臨時休業の措置を

とった場合は、別紙様式で報告をお願いします。 

 

①若者の結核も要注意 ②働き盛りの人の発見が遅れる 

③外国人の割合が拡大している ④感染者がますます高齢化 

⑤地域格差がある ⑥HIV/エイズとの合併の危険 

   

無料 

 


